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。
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、

こ'

の
当
時
の
重
要
な
事
件
で
あ
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史
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レ
る
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史
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の
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績
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し
て
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あ
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よ
う
に
i

こ
の
時
期
の
研
究
は
、
資
料
.の
絶
対
敗
不
足
、

〔

も
し
く
は
散
逸
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
困
難
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か 

し
こ
の
時
期
の
研
究
が
、：.
.資
料
が
不
足
じ
て
い
る
.た
め
に
妨t

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
ぞ
そ
れ
だ
け
に
帰
す
る
こ
と
は 

で
き
な
い
。
こ
の
歴
史
的
研
究
は
、
他
の
要
素
、
ず
な
わ
ち「

他
の
誰
よ
り
も
こ
の
主
題
に
関
心
を
注
い
だ
共
産
主
義
的
な
歴
史
家
た
ち
が
、
そ 

の
仕
^

の
上
で
、
政
党
'の
利
害
得
失
や
政
治
的
関
心
に
よ
っ
て
決
定
的
に
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
，す
な
わ
ち
彼
ら
は
、

一
八
四
八
年 

の
#
、
マ
ル
、ク
ス
.が
ヶ
、ル
ン
に
お
い
て
同
盟
を
解
散
し
た
と
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
に
も
か
か
お
ら
ず
、
こ
れ
に
は
ふ
れ
て
い
-な
い
。」

.
そ
し
て
こ
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顏
泰
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年
ず
で
^;
靜

苒

響

。
^

っ
て
、

マ
ル
ク
ス
と
ゥ
ィ
リ
ッ
ヒ=

シ
ャ
ッ
パ
I
派
の
分
裂
、
.
そ
し
て
•対
立
の
真
相
に
つ
い
て
も
充
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
 

こ
の
分
裂
が
何
故
'に
必
然
化
し
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
囯
際
社
会
主
義
運
動
史
上
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
理
由
を 

明
ら
か
に
す
る
た
.め
に
は
、
こ
の
共
産
主
義
者
同
盟
の
歴
史
に
つ
い
’て
少
し
く
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.ノ

 

.

.

.

 

.

.

.

.

-
:

■ 
-

 

-

'

-

 

'...ハ

-V 

'

 
.

 

-

■

-

.

-

 
,
■

-

(

1)

s
. 

TO.
 

^

 

8
0
- 

Berlin, 

1960. 

'
へ
,'
s. 5

7
7
V

邦
訳
て「

：マ
ル
；
ク
：

.ス
=
エ

シ

ゲ

ル

ズ

全

集

」

，
第
_八
：
^

^

:
.
:

.

(

2) 

B. 

N
i
c
h
o
k
ev
sk
y
; 

T
o
w
a
r
d
s

 a History, of S
Th
e

 C
o
m
m
u
n
i
s
t

 L
e
a
g
u
e
-

 

1

004
7
1
1
8
5
2
.

 

(International R
e
v
i
e
w

 of Social History, 

Vol 

I

丨1956

丨Part 2,.. 

p. 

234.
〉

.....

C
3

)

.

.
 

最
近
の
._も
.の
.で
.は W

e
m
e
r

 K
o
w
&
k
i
;
.

 Vorgeschichte 
自d Ents

??h
l
m
g
.

合 s'wundes..der ,Gerechten,.1962,. 

Berlin 

が
..注
目
に
値
す
る
。
 

(

4)

.
 .Nicholaevsky; 

ibid., .p. 238.

.

(

5

>
■こ
.の
点
に
つ
い
て
の
■く
わ
し
.い
.経
緯
は
、
.
.

Gustav...Meyer;'Friedrich'Engels, 

Zweiter Band, 

1934,...'ss

*:.544

丨545.....

.に
み
る
こ
と
が
で
き
る
.'0

(

e
> 

:
r
ル
：ダ
ス
夫
妻
の
.書
簡
の
内
容
は

^
歡
友

ェV.
:
-ゲ
ル
：
ス
ベ
の
嘲
笑
を
も
含
ん
.ず

 

ラ
ウ
1ブ
は
：そ
の
破
棄
を
決
意
し
た
ー
の
だ
が
、
':
-リ
ャ
ザ
ノ

.

'.
'

プ
は
こ
れ
を
ラ
ゥ
ラ
に
：み
せ
た
こ
と
汝
後
悔
し
，た

.
：と
：い
わ
れ
る
。

(

畜
§

设|
^

.

ス
.パ
イ
、：
ーハ'シ
.；ギ
ァ
.と
'_マ.ル
....
ク
ス
と
'の
関
係
に
つ
....
い
て
は
.、.
.？
'
0̂
瓦
 ̂

Karl Marx. 

U
R polizeisp.it zel.Bangya'Qnternational Review 

a
ぎ
芭 H

i
s
t
o
s
/
v
b
L
n
/

 1937, 

pp. 229—
2
4
5
)

が
興
味
深
い
。

.'
(
0
0
). 

■.
.た
と
，え
ば
、
最
近
の
：ド
イ
ツ
努
働
運
動
史
の

..動
向
を
示
ず
•も
'の 
_
,と
し
.
て
.
の
N 'e

i
t
s
c
h
r
i
f
t
s
_

 f
i
i
r

 

G
e
s
c
M
c
h
t
s
-
w
i
s
s
e
n
s
c
h

t»'
f
t
,「 .

s
o
n
d
e
r
h
e
f
t
:
V
I
I
I
.
,
J
a
h
r
g
a
n
g
'

*
 
' 

.
 . 

: 
.
 

.
 

'
.
一
.'-. 

-
c 

' 

. 

. 

: 

. 

. 

• 
‘ 

- 

.

I
9
6
0
,

 

H
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e

 

F
l

c
h

u
n

g
e

n

 

i
n

 

d
e
r

 

D
D

R
v

 

(
A
n
a
l
y
s
e
!
!

 

u
n
d

 

.
B
e
r
i
e
K
t
e

 

2

旨
ハ X

L

 

,
M
e
A
n
i
t
j

'B:
a
l
e
n

 

H
s

o
r

i
k

e
r

-
K

s
g

r
i

 

i
n

 
S
t
o
c
k
h
o
l
m
,

■ 

 ̂

I

 

l

y

 

I

 

I

.

 

h
 

^
 

^
 

^
 

:

れ

：
：

(

9

)

サ
ー
.ベ
ル
マ
ツ
は
、
•-
*

者
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
手
際
ょ
い
ス
グ
ツ
チ
.を
あ
た
え
て 
>

る
。(

K
a
r
l
o
b
e
r
m
a
n
n
;
"

 

Z
u
r

 

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 
d
e
s

 
B
m
i
d
e
s

 

d
e
r

 

K
o
n
m
m
n
i
s
t
e
n
,

1

忍
9

|

1
00
5

2

,

1
9
5
5
.
)

•
. 

I 

. 

•

. 

• 

- 

• 

i

' 

-
■

 

.

 

....

..
 

.

.

.

.

.

 

、
.

 .

 
.

 

'

 .
.

 
‘
.

 

： 

.

.

.

 

.

.

.

1
;

-

 

ノ 

• 

.

 
•

•

 

. 

.

 .

 -

 

•
•

 
.

 

、

' 

. 

.

.

.

.

 

•

 
•

 

.

.

.

.

 

y

r

••
-
.

 

V

 

>

 •

 •.
:

•

 

一
.
.
.
'

 

-

 

.

 

r

 

..

..

'I
'

 

.
:
•
.
.
-
•
.
:
. 

.

.

.

.

.

. 

.
 

*
 

•
 

'
 

.

.
.
.
.

 

• 
•
 

•
 

-

'
 

.

.

.

ノ

 

> 

; .
,
:
.
'
■
-
'
I
'
- 

.. 

'
:

■:
I'
,
.::
'
.

」

.

.

- 

,L 

- 

- 

:
■
: 

■■ 

..... 

. 

.. 

■

一
.

:

:
:V

 

づ
 

：

'

.

,

: '

- 

.
 

.

.
-
V 

. 

.

.
V 

-

:

.'一

.：
.
-
 

V
. 

-
-
.
.

.*
'.•.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

I

'-
'

.

.

.

::-
.
:
-
.
.
.
.
: 

;

.'
•

•
■.
.
.

.
- 

/ 

.

.

.

.

.

 

.

.
•.
.
'
' 
• 

•
 

'
 

'
 
.
 

'......
 
.

.

.

.

 J

 

.

.

.

 

•

.

.
エ
ン
ゲ
：ル
ス
は
':
例
：の
'.「

ヶ
：
ル
：
ン

共

産

党

裁

判

の

：暴

露

¥
^
^
^
 ̂

八
感
五
年

)

：
の

序

文*:
か

淹

げ

：
.た
：？

「

共

產

主
^
^

か
で
、
；-
，
八
き
ー
牟
：

ヶ
^

ド
イ
ツ
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独
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労

書
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期
の
幕
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：お
り
た
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に
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い
て
は
、：.
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と
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れ
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。
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主
義
の
黎
明
期
に
あ
た
り
、
為
し
く
も
チ
ヤ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
発
端
.と
そ
の
終
末
を
つ
げ
た
時
期
と
符
合
し
て
い
る
。

ェ
ン
ゲ
ル
ス
が
こ
の
序
文
の 

な
か
で
簡
潔
に
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
共
産
主
義
者
同
盟
は
、

一
八
三
四
年
、
パ
リ
で
ド
イ
ツ
の
亡
命
者
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た 

'亡
命
者
の
民
主
=
共
和
逍
義
的
な
秘
密
同
^-
.
に

:«
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発
1>
，；
-
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後
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^

'
,ヴ
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密
結
社
；の
_
体
マ
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義
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同
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さ
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虫
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同
盟
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つ
咬
っ
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与
の
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初
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フ

正

義

者
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1的
>
:封

建

的

な̂
;イ

：ブ.：の

毋

制

と

迫

書

と
'に

苦

^
硌

を
呈
1>
_た
が
、
正
義
者
同
盟
は
、

ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
.語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
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、、ハ
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I
フ
主
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思
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出
に
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な
が
る
フ
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の
労
働
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な
ど
の
よ
う
に
：
パ
ブ
ー
フ=

ブ
ォ
ナ
ロ
ツ
テ
ィ
の
影
響
を
う
け
た
い
.わ
ゆ
る
平
等
共
産
主
義
.の
上
に
立
つ
職
業
的
^

命
家
が
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ン
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)

や
バ
ル
べ
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Q
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に
指
導
さ
れ
て
い
た
四
季
協
会(

socidsdessaisons)

と
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
活
躍
し 

い
た
。
へ
こ
の
よ
う
に
''
-
主
と
し
て
フ
ラX

ス
.

の
革
命
的
赴
会
主
義
思
想
が
::
'
'主
義
者
同
盟
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
て
い
：る
一
方

、
、
：
ド

イ

ツ
資
本 

主
義
の
後
進
性
、
■階
級
の
未
分
化
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
階
級
的
未
成
熟
を
一
身
に
体
現
し
た
者
と
し
て
、
ゥ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

.

ゥ
ァ
イ
ト
サ

'

ン 

ダ
の
主
と
し
て
ス
イ
ス
を
中
心
と
す
る
組
織
的
な
労
働
者
共
産
主
義
が
、

労
働
者
教
育
協
会(Arbeiterbildungs-verein)

を
通
じ
て
展
開
さ
れ 

た
。：

し
か
も
ゥ
ァ
イ
ト
リ
ン
グ
も
そ
の
ひ
と
り
で

.

あ
る
と
.こ
..ろ
の
裁
縫
師
が
、，
ド
イ
ツ

.

人
の
労
働
者
教
育
協
会
.の
中
核
と
.し
て
、
ス
イ
ス
、
P
ン 

ド
ン
そ
^
:て
.パ
^
光
^
至
备
と
':̂
ろ
に
住
み
3

か
ら
、
共
産
主
義
者
同
盟
の
中
心
が
.、
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
移
っ
て
か
ら
.は
、
ひ
と
つ
の
あ
ら
た
な
特
微
が
あ
ら
わ
れ
て
き
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盟
は
、
ド
イ
ツ
の
同
盟
か
ら
次
第
に
国
際
的
な
同
盟
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

'
ド
イ
ッ
に
お
け
^
世
' #
最
初
め
共
産
主
義
宣
言
の
書
'『

人

間

、
，
そ 

.
■

'

0
〇
部
を
秘
密
^
印
刷
し
t

。ハ
チ
お
よ
び(

ロ
ゾ
.ド
，ン
の
同
志
と
と
も
に
活
動
.0
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釈

放

さ

れ

た
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ち
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つ
ま
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八
四
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年
ゆ
イ
ギ
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に
渡
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サ
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彼
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^
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-
ゾ
虫
義
者
：̂
^
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淨
ろ
の
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產
主
義
者
扣
夂
び
长
ゃ
ッ
人
ゆ
労
働
者
救
育
協
会
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：だ

ド

イ

ツ

1め
_プ
.ロ
レ
：
タ_
:リ

デ
^
ト

の

運

動

は̂

;

主̂

義
0.

:-
の
'で
あ
る
。'.
;'だ
：が
-.
:
'の

当

時

の̂
ギ
ヴ
太
：に
.お
い
て
ば
、
す
で
.
.に
チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
.ム
，と
こ
れ
：か
ら
深
甚
な
影
響
を
う
け
た
.マ
ル
ク
：ス
主
義
、
同
盟
：
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:や
ゥ
ァ
イ
ト
リ
.ン
：グ
の
共
產
主
義
ど
ー
な
ら
：ん

..で

、
：
第
ー
.
.
ー
の
そ

 

す 

な
.わ
：
ち■マ
ル
クK

主
義
は
近
代
世
界
に
和
い
.で
決
定
的
な
歴
史
的
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
，の
経
済
的
事
実
が
こ
ん
に
ち
の
階
級
対
立
.の 

■

お
こ
る
塞
盤
で
知
る
.ど
ど
、
大
玉
業
.の
お
が
げ
で
こ
れ
ら
の
階
級
対
立
が
充
分
に
発
展
し
た
国
々
、
-1
>
た
が
々
て
^

'立
は
さ
ら
に
.
.す
：す
^
,で
，
政
党
0
形
成
、
：党
派
_
争
の
基
礎
で
.あ
り
、
同
時
に
ま
た
全
政
治
史
の
基
礎
に
な
っ
.：.て
：い
■る
，
といと

.を
、'
い
や
、

:

お
，う

な

し

に'さ
：と

ら.せ
ら

れ

た。
-
:
.
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一

、
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:
こ

の

土

：ン

ゲ.

>

^

.

.

'

と
同
；じ
よ
う
'に

、
チ
。ャ
ー
テ
イ
ズ
ム
'
も
：，ま
：た
.資
本
主
義
め
.歴
史
：的
必
然
.と
し
て
：の
；階
級
闘
争
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
：と
へ
ば
：い
5-
:吏
で
も
な 

い
：。
し
か
し
>
.ル
ク
ス
や
エ
.
ン
ゲ
ル
ス
の
チ
ャ

I
テ
ィ
ズ
ム
に
た
い
.ず
る
.こ

の

よ

う

な

評

価

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

ド

イ

ツ

：や
：
フ
ラ
ン
.
ス

の

共

産

主 

:.
«-
:
に
接
し
た
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
侧
ば
、
ど
の
よ
う
な
態
度
で
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
.な
：か
っ
た
'で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
ぎ
わ
め
.て
興
味
あ
る
問
.

.題

.で

.あ

.る

.，0
ン
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.

.

当
啤
の
イ
ギ
リ
ス
は
、

一
八
四
八
年
の
革
命
の
前
ぶ
れ
と
%■
い
う
べ
き
世
界
的
，規
模
に
お
け
：る
恐
慌
の
き
ざ
し
.が
す
で
'
f
eお
ら
わ
れ
は
じ
め
、

，
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義(

そ
の
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チ
ヤ
丨
テ
ィ
，ス
ト
や
才
丨
エ
ジ
主
義
者
.に
.よ
る

運
動
が
、
三
た
，び
大
衆
の
心
を
把
え
つ
.つ
.あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
大
陸
に
お

け

る

、

と
く
に

動
や
、
.オ
丨
ス
’ト
リ
ア
の
植
民
地
的
な
，支
配
.を
は
ね
の
げ
よ
う
と
す
る
イ
タ
リ
ア
の
.民
族
主
義
的
な
統一

謹

が

•よ
う
や
く
は
げ
L 
く
な
っ
.こ
。
 

こ
う
し
て
一
方
に
ぉ
ぃ
て
、
昂
ま
る
社
会
主
義
蠹

と

他
方
に
お
い
て
は
げ
し
く
な
っ
て
き
だ
民
主

•

民
族
主
義
的
I

動
が
結
び
.つ
く
こ
と

に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一
八
四
四
年
、
カ
丨
ル
：
ゾ
ヤ
ツ
、。ハ
丨
お
よ
び
オ
ボ
ル
ス
キ
I (

f

 sk
i
)

に
よ
っ
て
、「

す
べ
て
のI

I

民

の

民

ほ

的

炎

友

J
c
c
r
a
t
i
c
'
F
r
i
l

 of A
l
l

I

が

結

成

さ

れ

た

。
、
や
が
て
チ
ヤ
丨
ー
ア
ィ
.
ス

.

.
ト

と
の
間
に
友
好
的
関
係
が
樹
立
さ
れ 

|

お
：が
':
:
'
;上
：べ

旌

_

西
5:
年
九
月」

£

第
一
.次
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
建
設
、を
祝
う
た
め
の
会
合
が
開
か
れ
、
:英
国
人
は
%'
と
.よ
り
、
ラ 

'
ス

イ

ゾ

イ

4

ア

; ^
ラ
ン
ト
お
，よ
び
ス
イ
ス
'Q

各
代
表
が
出
席
し
、.
ト
J

マ
ス
•
ク
ー
.パ
：丨

(cooper,TI!OInas)

が
議
長
を
0 

と
め
.た
。
.
.と
の
国
際
的
会
合
の
な
か
：で
、
：指

導

的

役

割

を

果

.チ
ヤ—

テ
ィ
ス
ト
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
•
ハ
I

ニ：— 

.
(
H
a
l
,

 

I

)

、：と
：
"
 

ウ

ィ

ル

ぶ

ム

•
ウ
ア
イ
.ト
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
こ
の
.よ
う
に
し
て
、
チ
ヤ
I
テ
ィ
，ス
ト
を
中
心
と
し
て〔

被
庄
驚
族
の
雙
と
も
い
う
べ
き

■ •
ポ
丨
ラ
\
ド
お
よ
康
タ
1

ア

幾

主
.-
-
>
民

族

生

詹

一
八
四」

六
年
三
月
に
は
、
こ
の
団
体
が
組
織
化
さ
れ
.て
友
愛
民
主
協
会〈Fraternal D

e
m
o
c
r
a
t
s
)

が
建
設
さ
-

^i。

. '

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、.
と
う
し
て
次
第
.に
.そ
の
連
動
の
国
際
的
な
規
模
.に
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
る
傾
向
の
な
：がで

.：

マ

ル

^ ;
ス

と

エ

ン

ゲ

 

ル
ス
は
.一
体
^

の
よ
;5
:̂
立
場
を
と
0
た
か
と
い
う
-
之

友

愛

民

主

協

会

に

は

、

ハ
丄
7
 (

英
国)

、
'シ
，ヤ
ツ
‘パ
，丨
.(

ド
f
ソ)

、
ホ
ボ
.
 

'ル
ネ
キ
丨(

ポ
丨
ラ
：ツ
.ド)

、

'^し
：：

て
フ
ー
フ.

.ン

.：ス
、
ス
：カ
ン
デ
イ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
、

ハ
ン
ガ
リ
丨

お
よ
び
ス
イ
ス
な
ど
’の
代
表
も
出
席
し
て
ぃ
た
の 

:で
1

が

.'
'
.こ

の

な

か

に
^
ル
タ
ス
お
.よ
びH

ン
'ゲ
ル
ス
の
名
前
が
み
え
な
い
こ
と
に
興
味
を
唆
ら
れ
る
。
，
' 友
愛
民
主
協
会
は
、
'

「

万
た
は
兄 

弟
で
あ
る」

C

ぎ

m
e
n

 

|

|

|

-と
；い
う
ド
イ
.

|
 

モ
ツ
トー

を
宣
伝
す
る
こ
と
を
も
•っ
て
.'
そ

の
目
的
と
し
C
.、

た
の
で
、あ
る
が
、
.、L
か
し
そ
t

も
が
'か
S

ず
、：

「

こ
の
穰
語
0
な
か
に
.は
、
、国
際
的
連
帯
性
を
強
調
老
と

.

い
う.

f

は
、
当
時

の

国

際

的

な

社

会

主

義

お

よ

び

労

働

運

動

が

、
：
資

本

主

義

発

展

，
の

.不
均
等
':な
备
国
の
.そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
経
済
的
事
情
：.に
よ
っ
：
^

し
て
お
り
'

|
義
的
^

規

定

を

不

可

能

に.
1て
;1
'

:^
と
い
：ぅ
事
情
も
反
映
し
.
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
だ
い
。

•

，

.

マ
ル
.
'ク
ス
と
エ
ン
。ゲ
ル
.

K
:

は
、
と
：の
団
体
^
国

際

的

な

役

割

：：と

*

.し

て
.こ

の
0
体

と

友̂

的

;^
関

艰

を

保

ち

な

が

ら

、
：
じ
か
：も

?:
の
：代

表̂

,
&る)

_

髮

舊

思

深<:
さ
»

«

は̂
、：.
.：̂-
5
ま
.で

会
と
共
産
主
^
请
同
盟
と
の
間
に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
と
マ
ル
，‘ク
ス
主
義
以
外
の
社
会
主
義(

.ゥ
ア
イ
ト
U
ン
ダ
、
.パ
ブ
I
フ
の
共
産
主
義)
お
よ
び
民

，
主

：
：
-
民

族

主

養

：ど̂
差

興

を

调

ら

：か

墓

慕

決
■

産

裏

義

者

茼

盟

を
..し

裏
^

る
意
図
を
有
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
.と
え
ば
友
愛
民
主
協
会
は
、
二
八
四
七
年
一
一
.月
に
、
ド
イ
ッ
の
亡
.命

者

お

よ

び

べ

"
ル
ギ
ー 

の
民
主
主
義
潘
に
よ
っ
て
フ
リ
ュ
ッ
セ
ル
，に
建
設
さ
れ
た
民
主
協
会(Association^mocratique)

ハ
の
代
表
者
と
.文
通
し
た
。
' 
そ
し
て 

一
\
四 

七
年
一
.
一
月
ニ
九
R
、

一，
八
三
〇
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
叛
乱
.を
祝
ぅ
た
め
.に
行
わ
れ
た
友
愛
民
主
協
会
の
会
合
に
お
い
て
、
ヵ
ー
ル
，
マ
，ル
ク
ス 

は
民
主
協
舍
の
^

表
免
ふ
て
演
观
安
行
っ
た
が
辦
へ
^
れ
^

^
い
^

る
发
愛
民
翻
協
^

.©
'

^

と

る

：こ
'と

 
が
で
‘き

る

。
 

‘

マ
ル
ク
ス
は
共
産
主
義

#

同
盟
の
会
議
に
加

.

わ
る
た

.

め
ハ
：
一

シ

ド

‘

ン
に

.

や
っ
て
き
た
。
こ
の
同
盟
に
、
，マ
ル
ク
ス
と
ェ
.
ン
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
ブ 

リ
ュ
ッ
セ
，ル
で
つ
く
ら

.

れ
た
共
産
主
義
通
信
委
員
会

.

(
c

o
n

m
m

i
l

i
s

t

 

C
o

r
r

e
s

p
o

n
d

e
n

c
e

 

B
u

r
e

a
u

)

は
、
+x

^5
と
し
て
加
人

し

た

。

正

義

者

同

盟

^

、

-.
..
 

ー

ノ
四1,
年
に
，.

は
\

::

1
;ヵ

ら

！1ン'

ド
ン
に
移

.

り
、

1A

四
七
年
六
月
の
会
議
で
、
共
産
主
義
者
同
盟
8
自
£

肖
^

。
^

^

£
^-

1

と
そ
の
.名
前
を 

変
更
す
る
こ
と
が
，決
議
さ
れ

.

た
。
そ
の
組
織
の
形
態
、は
同
じ
で
あ
り
、
共
産
主
義
者
同
盟
は
従
来
通
り
秘
密
結
社
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
，け
れ
ど 

も
、

.

そ
れ
は
マ
ル

'

ク
ス
、

ェ
ゾ

.

ゲ
.

ル
ス
办
影
響
の
も
と
に
、.

つ.
.

ぎ
の
よ
5
な
綱
領
を
, '

そ
€ >
.

年
の

.

第
ニ
回

.

大
会
に
お
い
て
採
択
し
た
。

「

こ
の
速
盟
の
目
的
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
倒
壊
、
プ
ロ

‘レ
•タ
，
リ

ア.丨

ト

の

，
支

配

、
；
ブ

•ル
ジ
'ョ

ア

社

会

に%\
と

づ

く
|0
,い

階

級

差

別

の

廃

止

:
 

お
よ
び
階
級
と
私
有
財
產
の
な
い
新
し
い
形
態
の
社
会
の
建
設
を
行
ぅ
こ
と
：で
^
^
。」

V
.

 

y

十
，九

世

紀

イ

ギ

リ

ス

労

働

運

動

と

マ

ル

ク

ス

主

義

(

そ

の

四

) 

‘
 

.九

(

三

〇

一

)



ー
〇 

9
1
Q
U

)

こ
れ
に
は
マ
ル
ク
.ス
主
義
の
思
想
が
要
約
さ
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
' 
一
八
四
七
年
九
月
、

共
産
主
義
雑
誌(

K
o

m
m

l
l

 z
e
f
h
r
i
f
t
)

 

が
、
シ
ャ
ツ
。ハ
丨
に
’よ

っ

て

蒙

さ

れ

、
.
ド

イ

ツ

勞

働

者

教

育

協

舍

が

そ

の

費

用

を

、負

担

し

本

格

的

な

活

動

を

開

始

し

た

の

で

^-
っ

た

が

、

そ

れ

 

.
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
同
盟
.は
、
あ
ま
り
に
も
ド
イ
ツ
的
色
彩
が
強
く
、
ド
イ
ツ
人
移
住
者
の
主
張
の
具
体
化
と
.い

う

組

織

上

の

性

格

を

.も
っ 

.
て

、

る

反

面

、

国
J

な
侧
面
の
欠
如
と
い
う
弱
点
か
ら
ま
ぬ
が
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
や
が
て
分
裂
を
余
儀
な
く
さ
る
理
由
も 

、ま
た
こ
こ
に
伏
在
す
る
。
 

■
'

フ
ラ
ン
ス
一
一
月
革4 =

ぶ
つ
つ
く
ト
イ
ツ
三
月
革
命
の
失
敗
後
、

ロ
ン
ド
ン
に
来
た
マ
ル
ク
ス
と
工
ン
ゲ
ル
ス
は
、
.苒
び
秘
密
の
国
際
的
組
織
を 

:.
:
.

つ
，く̂

^

と
::
^

.

、
1ぺ- ^
':

5
:〇
_

6
ー#

'
、減

％
^ -

-:
*

産
^ .

議

者

；の

世

界

連

盟

」

^

、，'
4ロ
；
.

^ '

ド

^

^

^

^

ブ

 

イ
大.

rJ

 

、
：

ア
、

.

'
.
-
一

 

.
と
と
も
に
建
設
し
た

'

こ
.

の.

団
''
#

は
お
：
そ

ら

く

紙

の

上

.

で
し
か
存
在
し
な
か
っ

.

た
秘
密
結
社
で
、
共
産
主
義
者
同
盟
の

' 

.保
護
的
な
!31
体
た
ら
し
め
よ
う

.

と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
団
体
の

.

規
約
お
よ
：び
綱
領
は
、

•

マ
ル
ク
ス
，

工
-ン
ゲ
ル
ス
そ
し
て
ゥ
ィ
リ
ツ
ヒ
や
ブ
ラ
ン 

キ
ス
ト
あ
る

I

は
チ

A

1
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
も
署
名
さ
れ
た
。
' 

.し
か
し
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
シ
キ

X

ト
や
蹇
民
主
協
会
の
流
れ
を
汲
む
シ
ャ
ツ 

パ
ー
ら
と
マ
.ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
協
力
に
.よ
'る
速
盟
の
組
織
は
、
..長
つ
づ
き
す
る
こ
と
-は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
れ

:

お
れ
が
鲁」一

で
！
！
®

上

し

藥

芩

卷
■

一_

げ
以
い
■

■

■

■
名
^
^

は
‘な
く
、
実
に
秘
密
陋
体
と
し
て
の
共
産
主
義
連
盟
の
内
部
で
は
げ
し
く
な
っ
，た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
秘
密
®
体
の
解
散
を
主
張
す
る
マ
ル
ク
：ス 

.

.と
こ
れ
に
反
対
す
る
'
'ゾ
ャ
ツ
'。ハ.丨
お
よ
び
ゥ
ィ
リ
ツ
ヒ
と
o:
間
に
’は
げ
し
い
見
解
の
.対
立
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
.0,

.マ
ル
クX

は
、，
亡
命
若
同
盟
以
来
長
い
歴
史
を
有
す
る
二
の
秘
密
結
社
を
、
こ
-の
.時
期
に
お
い
て
何
故
に
解
散
，す
る
こ
と
を
決
心
.し
た
のか

.,

こ
れ
は
ま
f

 
S

甚
な
意
味
：を
I

v

'

f
 

>

贏

故

零

^

.丨

.リ
ン
：ク
は
.そ
の
理
由
と
し
て
、

一
八
五
〇
年
の
分
裂
；の
原
因
を
、

1

八
四
八
年
の
革
命
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
二
月
舉
命
勃
発
.後
のI

八
四
八 

.年
一
I

I
百

、：
ブ
•リ
ュ
.■.ッ
.セ
ル
に
う
つ
さ
れ
た
同
盟
$

央
委
I

ほ
，

マ
ル
ク
ス
.を
議
長
と
し
、
グ
ヤ
ツ
パ
.丨
を
書
記
、

ニ
ン
J

.ス
、

.
モ
レ

.お
‘よ
び
VS
ゥ
ァ
ー
を
，メ
ン 
'、ハ
I
と
し
て
構
成
ざ
れ
、(

マ
ル
、
ク

ス

ば

。
ハ
.
.

>;
•
=
の

他

の

中

央

委

員

会

を

組

織

す

る

権

限

を

あ

た

え

ら

れ

た

。

；

じ

か

し

彼

は 

つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
理
由
に
i

り
、.：典
達
義
者
同
盟
を
_
散
す
る
こ
ど
を
決
氣
3
だ
。
:'
.
\由
な
：わ
.ぢ
^
7 :

ゾ
ン
3 

'っ
て
、
集
会
お
尤
び
言
：諭
0
自

由

が

獲

得

さ

：れ

た

段

階

に

：お

1>
;
て

ば

、.ー
秘
密
緒
社
ど
：し
*

の

典

産

主

翁

者

と
い
ぅ
意
見
で
お
.：っ
：
た

の

に

反

し

、
；
シ

.ャ
ッ
：。ハ
丨
'
ゲ
：イ
リ
ッ
い
杬
よ
び
モ
ル
は
ぞ
0.
脊
続
を
強
く
主
張
1
た
。
ま
た
ヵ
ー
ル
.
•
オ
丨
べ
ル
マ
ン 

は
4

小
市
民
的
な
革
命
家
た
ち
は 
>
'ー
八
四」

八
年
か
ら
，.
1
^
^
^

彼
ら
は
何
よ
ヶ
-
小̂
沛
民
階
級
^

^

ず̂
る
と
ご
ろ
肇
命
の
^

^
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
レ
私
め
^

て

：
も

•
こ

の

分

裂 

は
、

—*
'
八
四
八
.年
の
革
命
的
事
態
一
に

'お
け
.を
各
国
の
社
会
主
義
：運
難 

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
.の
チ
.ャ
！
テ
イ
ズ
：ム
が
'
へ
マ
.ル
ク
ス
^H

.
ン 

ゲ
'ル〔

ス
に
あ
た
え
た
影
響
ど
密
接
が
関
係
が
あ
ダ
と
い
权
な
げ
れ
妨
な
ら
な
い
.0
.
.

:
'
_
.

(

1

)
M
a
r
x
-
E
l
l
s
.
W
e
r
k
e
,

 

B
d
.
S
,

 

S
.

 

5
7
7*

邦
訳
、
第
八
卷
五
六
一
丁
三
頁
。
.H

シ
ゲ
ル
.ス「

共
皆
主
義
者
同
盟
の
歴
史
に
よ
せ
て」

 

/ 

(

.
2) 

E

l

l

,
 

S
.

 

5
700
.

.

邦
訳
五
六
三
頁
。
 

.

(

.3) 

E
b
e
n
d
o
r
t
,

 

S
.

 

5
00
0

.

邦
訳
五
六
六
頁
。
.，

(

4

) 

E
b
e
n
d
o
r
t
,
:

 s. 

5
8
2
.

.

邦
訳
五
六
八
頁
。
 

：
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i
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お
け
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ギ
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0

変
貌
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と
労
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運
動
の
変
転(

そ
の
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ニ
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会
雑
誌
第
五
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友
愛
民
主
協
会
は
マ
ル
ク
ス
に
答
え
て
、
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
文
句
で
終
る
返
事
を
発
表
1

た
。
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は
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n
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。
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l
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n
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i
b
i
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.
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 ̂

.

こ
共
産
主
義
者
同
盟
—

史

の

な
か
で
弋
客
分
裂
蒙
^

っ
て
，
そ

I

料
が

I

ん
I

夏

て

.い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ち
れ
打
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は

す

で

に

震

し
 

I

f

で
I

:

 

■

相
を
伝
ぇ
る
文

f

 

■

け
し
は
'.
.
.
法
廷
に
お
い
て
朗
読
さ
れ
、
ゥ
工
ル
.ム
I

ト
お
ょ
び
シ
ユ
.テ
ィ

I

バ
.
1
. 

(

f

 nu
i
t
h

 

.
a

一

裏

の

^
^
^
^
 ̂

b
ゆ
る
'
4

、
%

 
.

c

f

i

l

r

の
な
か
に
収
録
さ
れ
、て
い
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、

一
八
四
<

年

本

命

の

最

初

の

三

.
ヶ

月

に

お

け

る

I

ド
ン
地I

織 

の
指
導
的
サ

—

ク

隹
I

I

U

K

、

V

-

.

1

ニ

つ

の

文

書

の

最

初

の

も

ゲ

オ

ル

グ

•

ェ
ッ
ヵ
リ
ー
ゥ
ス
、

?

 

G

I

に
ょ
っ
て
準f

れ
た
の
で
t

た
。
屢

I

び
^̂

労
働
者
教
育
協
会
囊
い
て
次
第
に
篇
的
金
位
を
し
め
ー
て
い
た
ギ
ッ
力
リ
ゥ
.ス
は
、
一
八

g
j

七
年
、
シ
ャ
ッ
バ
丨
、モ
較
バ
ヴ

K

丨
ら
が

ド 

っ
；I

と
、
：.彼

は

同

盟

ねロ：_

 

一
 

八
四
八
年
の
夏
、

'

ロ
.

ン
ド
ン
に
お
げ
な
同
盟
の
メ
ン
バ

丨
は
A
四
名
：で
あ
っ
た
が
、
労
働
者
協
会
ば
一
七
九
名
で
'あ

0
た
。，
で
は
'ど
の
よ
う
な
状
勢
の
も
と
に
は
じ
め
.の
レ
ポ
ー
ト
は
成
立
し
た
の
で
あ 

.ろ
う
が
。，

.
:'
同
盟
の
指
導
者
た
ち
ば
’
ぐ
チ
.ャ

'!
-
ー1

ス
.ト

運

動
.0

'て
：
ヲ
ン
；ド

ン

ぼ
#
け

る

：チ

ヤ|
テ

ィ
ス
ト
の̂
衆
0
運

動

も

た

か

ま

り

、
，
一
八

.四

.八

.年

四

月

ぬ.は
例
の
ケ
ン
ニ
ン
グ
ト
ン
.
1広

释

の

.大

衆

集

会

と

な 

.

•■
り

-:
:>
議

会

の

解

散

：を
；要

求

す

る

：

.叫

び

が

た

が

：
韋

り

、
<;
:
ギ

：̂
ス
^
病

げ

各

舉<
^

密

接

な

関

係

：に

あ
0
.た

同

膝
0:
指
導
者
た
ち
は
、.
い

ゲ

ま

で

も

な

く

、
：

.

.；こ
れ
に
大
き
，な
影
觀
を
あ
た
え
て
.お
り
、
当
時
イ
ン
タ
.丨
ナ
シ
.ョ
チ
ル
の 

.

'
役

割

を

果

し

て

：い
た

1

民

主

協

会'の

組

織.は

义

同

盟

办

揩

導

の
'%
と

呤

あ

丨

を

形 

....'

.

.

.

.指

導

さ

.れ

てV
た
'
. 

'
.

そ
‘こ
セ
.友
愛
民
靈
..協

会

は、
.
.
.
そ
0

_
際
^
義
，1の
..た
.'..
で
^
.え
'.か
&^
、..：.。ハ.ヴ

.ゎ 

挨
#
.
.ゼ
.お
く
る
^

^
に
4

別
]5
節
を
'

.

.

派
遣
す
る
こ
と
が
シ
ャ
ツ
パ
ー
に
よ
っ
て
と
な
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
'の
計
_
は
、
戦
術
上
の
複
雑
且
つ
困
難
な
問
題
を
は
ら
ん
で
.い
た
。
当
時 

の
友
愛
民
主
協
会
の
中
心
的
勢
カ
と
な
6
.て
い
た
の
は
、
_
.す
'で
に
の
：_.べ
た
.よ
う
に
.ド
イ
ツ
_の
.努
働
者
教
育
協
会
.

(

&

^
泛
^
皆
^

^

1

3

£

」

で
あ
..
 

.

.
り
、
彼
ら
の
な
か
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
二
月
革
命
と
そ
の
.革
命
臨
時
政
府
の
樹
立
、
そ
れ
と
前
後
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ヤ
ー
テ
ィ
ス
ト
の
は
げ
し
.い 

闞
い
に
刺
戟
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
ニ
.つ
の
先
進
国
に
お
け
る
革
命
的
状
勢
を
背
景
に
、
武
力
的
手
段
に
よ
.づ
.て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
挙
に
革
命
を 

成
就
し
よ
う
と
す
る
性
急
な
意
図
が
ひ
そ
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
％
。
こ
れ
は
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
第
一
の
レ
ポ
ー
ト
に
み
ら
れ
る
彼
ら
の
態 

.度
■力

ら

、
，
容

易

に
.う
か
.が
.い
.知

る

：こ.と
.が
.で
き
る
の
で
■■あ
る
。
.
：
.

,

.
 

す
な
わ
ち
フ
ラ
レ
夂
ラ
ウ
出
身
の
ジ
タ
ー
ナ
リ
ス
ト
ノ
ハ
イ
ル
べ
ル
ク
^

&
ぎ
的
，Louis)

は
''
ー
八
四
八
年
三
月
、
へ
ル
ヴ
エ
I
ク(Herwegh, 

0
6
0岛)

_お
上
び
ボ
ル
ン
-シ
ユ
タ
ツ
ト
‘
?
1
1
3
0
|
^
&

)

と
結
ん
で
、
ド
イ
ツ
を
サ
t'
叩
化
す
る
た
め
に
、

パ
リ
に
.お
い
.て
ド
イ
ツ
'軍
団
の
組
織
を 

提
唱
し
た
。‘
マ
ル
ク
ス
を
先
頭
と
す
る
同
盟
の
指
導
者
は
も
ち
ろ
ん
ヱ
ツ
カ
リ
ウ
ス
もAJ

も
に
.こ
れ
に
反
対
し
、
ド
イ
ツ
のi

J

命
者
た
ち
ば
，
固 

.
々
に
ド
イ
ツ
に
帰
っ
て
政
治
活
動
に
参
加
す
る
こ

と

を

主
張
し
た
。
' こ
う
，し
た
状
勢
を
、
当
勝
，の
ロ
ン
ド
ン
の
同
盟
の
指
導
者
た
ぢ
が
.ど
の
よ
う

十
九
世
紀
イ
ギ
リ
'ス
労
働
運
動
と
マ
ル
グ
ス
主
義(
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に
羽
断
し
た
か
、
Mチ
ャ
ー
テ
ィ：

ス
.ト
.運
動
の
、
い
わ
ゆ
る
.「

最
後
の
き
ら
め
き」

を
も
っ
て
叛
乱
ま
で
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
そ
の
冒
険
主
義
を 

よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
の
報
告
書
‘は
；

一.八
四
八
年
四
月
、
ヶ
ン
ニ 

X

グ
ト
ン
広
場
に
お
け
る
、
チ
ャ
丨
テ
■ィ
ス
ト
運
動
の
た
か
ま
り
に 

た
V
し
て
こ
れ
を
契
機
と
し
て
革
命
的
気
運
.を

助

長

：し

よ

う

ど
.し

た

同

盟.の
'活
動
の'許
圆
_の
生
.々
.し

さ

：
を

物

語

る

も

の

で

あ

る

.。
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-
:
へ;
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.
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决
^
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^
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ジ
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ル
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-
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.

,

,:.
,
^

央
沐
1

_

.篇
シ
^

わ
れ
の
義
務
を
果
し
た
い
と
思
う
。
.

'

:

ー
ぐ
中̂
央
本
部
が
ソ
パ
ー
首
の
最
後
め
数
印

^
屮
ン
^

W
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
た
。

ロ
.
.ン
ド
ン
地
区
グ
ル
ー
プ
は
、
運
動
の
陣
営
か
ら
切
り
.は
な
さ
れ
た
。
す
べ
て
は
つ
ぎ
の
事
件
に
集 

中
さ
れ
た
。
.
フ
ラ
ン
ス
で
充
分
に
可
能
で
あ
.っ
た
こ
と
は
、
ド
ィ
ッ
お
よ
び
そ
の
他
の
国
々
で
も
同
様
に
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
ぐ
し
、：
お
ヒ 

さ
れ
う
る
も
の
と
信
じ
た
i.
の
立
場
か
ら
.人
は
空
し
.い
言
葉
を
用
い
て
ぞ
の
感
激(

&
?
5
6的2.
备
^
1
1
^

)

を
死
滅
さ
せ
よ
う
と
し
た(

最
近 

の
関
係
に
お
V
て

は
.よ
く
知
ら
れ
た
ハ
ィ
ル
べ
ル
ク
の
こ
.と
が
教
養
団
侔(

§
&

1

0̂<
3
|
!
1
3
<
^
^
>

の
議
論
の
な
か
.で
明
ら
が
.に

ざ

れ

た

の
\£
^
\
。

を

の 

感
激
の
火
は
、
パ
リ
に
お
げ
る
4»
央
本
部
の
.足

ど

ヵ

：が

ぺ

ま
.た
|

^
に

と
^
ド

：ン
(

地

氐

グ

ル4
:。フ̂

願

望

で

あ

る

ど̂
を

警

告

す

る.の
.に

充

兮 

で

あ

る

。.ロ
：
ン
ド
ン’に
：お

い

て

は

、

人
.
.々
：
は

異

常

に

緊

張

し
.て
ノ
フ
$

ス
お
よ
び
ド
ィ
ッ
革
齋
外
に
は
何
も
の
も
讓
論
1.
.な
か
っ
た
。
し 

.
か
も
そ
れ
も
主
.と
し
て
-'
>
':
フ
ラ
|

共
和
国
ぉ
4
び
日
感
の
政
治
の
|

な
の
だ
が
。
教
養
団
体§

集
会
は
、
，
地
方
が
遮
断
さ
：れ
て
じ
ま
っ
た

た
め
中
止
さ
れ
た
？
同
盟
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
て
、こ

.：

の
、奪

を

は

じ

め

よ

う
.：と

し̂-
が
、
そ
の
結
果
は
、
.
ニ
、'-l 
一；

I

日
が
空
し
く
す
ぎ
て
.
 

.ぃ

っ

た

匕

す

ぎ

な

い

ス

突

然

、
，
そ
：の

当

時

と

^
て

正

し

く

な

い

報

道

が

と

：ど
：
い

&
。
:'
'「

フ
リ
ツ
ツ
王
ぼ
追
放
さ
れ_
_
べ
、
ル
.リ

シ

で

は

共

和

国 

.

.が
宣
言
さ
れ
た
|

す
べ
て
の
ド
イ
ツ
：人
が
\
パ
リ
.か
ら
ド
イ
ツ
へ
武
装
し
.た
軍
団
と
し
て
行
進
し
：て
い
る」

。

こ
の
情
報
に
た
い
し
て
、

教

_

体
|

人
S

I

ら
f

寶

会

I

名
I

I

の

養

を

ド

イ
S

お

脊

危

^
^
^
^

こ
'と
が
話
さ
れ
、
且
つ
同
盟
か
ら
そ
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
;°

し
か
- L

.な

が

ら

、

す

べ

て

の

こ

，
れ
ら
の

.点
で
、:

わ
れ
わ
れ
は
、
パ

リ

の
わ
れ
わ 

れ
の
友
人
^
ち

に

、
：
運

動

の

詳

細

：に
つ
ー
い
て
き
べ
必
要
が

^

同
盟
は
そ
れ
自
体
と
^

て
、
V
ど
0
.よ
う
な
点
に
.お
：い
て
.も
"
：■

Vの
よ
う
な
方
法
，で
中
炎
本
部
に
従
い
、
そ
れ
と
同
時
に
、教
養
団
体
の
非
同
盟 

員

.
(
N
i
c
h
t
b
s
d
e
s
r
d
t
g
M
e

-3)

；を

た

え

ず

追

求

し

；よ
：う
ど

'1
.
た
。̂
間
^

中
*
-本

部

の

代

表

者

：シ

ャ

ツ

。
ハ

ィ

が

代

理

権

と

報

道

な

^'
を

も 

っ
；て
，
：ロ>
ゼ

：ン̂

来
.た
。。
さ
き
.に
'
.の
'ベ
た
委
員
会
：は
、
金
銭
を
徵
収
:1
>

て
.び
，と
り
ひ
と
り
の
会
員
，た
ち
に

救

助

資

金

と

.む
て
お
く
ゃ
た
の
で
あ
ン 

つ
て
、と
く
に
%

れ
が
；̂

欠
:<
'
:
が̂
ら
ざ
'る
^

の
で
あ
る
が
''
:
'あ
る
い
ぼ
得
意
に
あ
る
と
こ
ろ
の
こ
_の
よ
う
.な
地
域
に
#
^
^

: 

-

- 

- 

' 
.ニ,

: 

'

,■.

:

^
志
^

ャ
^

^

(
G
e
n
e
r
a
l
v
e
s
a
m
m
l
i
e
n
)

が
開
か
れ
、

こ
れ
は
の
ち
の
バ
ゥ
ァ
-:̂
.同
じ
よ
う
に
彼
の 

.報
告
、

つ
ま
り
パi

リ
.に
：お

け

る

状

勢

ぬ

酿

移

に

：

.つ
い
て
の
展
望
を
行
う
の
に
役
立
っ
，た
の
で
あ
る
。
同
盟
員
は
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
’
ほ
と
ん
>
‘

.

:
.
. 

.

.

.
• 

r 
ノ
 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

/

I

V

 

. 

.

.

.
‘

••
■'
 

- 

'
.
.

ど
あ
ま
り
.に
も
熱
心
す
ぎ
た
。
，多
く
の
#

の
場
含
に
、.：あ
.の
^
き
以
来
.'
外
見
上
の
弛
綾
^
た
状
態
が
入
り
こ
み
、
.過
半
教
の
者
は
反
対
に
，
:;

• . 

& 

.
- 

-
-

.

. 

...

全
体
の
運
動
に
つ
い
て
'の
よ
り
よ
い
見
通
し
と
、
原
則
に
有
利
な
よ
り
大
き
な
期
待
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

.

イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
.丨
テ
ィ
ス
ト
運
動
.を
考
え
る
な
•ら
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
ば
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
.

司
盟
員
の
ひ
と
り
ひ
と
り
、
主
と
し
て
ロ
ン
、ド
ン
の
仲
間
た
ち
は
、
チ
ャ
ー
テ
ィ
'ス
h
そ
し
て
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
同
盟
員
た
ち
.を
公
け
の
-
.

:
...

.-
 

■
 

-

\

*

V

Y

-

V

 
-

,
.
.
.
. 

,

 .

 
.

 '

会
合
に
お
い
、て
支
援
し
よ
う
と
し
た
が
、
議
会
の
反
動
的
な
議
決
に
よ
.っ
.て
そ
の
集
会
の
開
催
は
木
可
能
と
..さ
.れ
た
。

四
月
十
日
の
結
果
、(

そ
;
 

れ
に
つ
づ
.
い

て

お

こ
っ

た

.
こ
と
は
、

多
べ
の
同
览
員
に
よ
っ
て
予
見
さ
れ
た

と

こ
ろ
で
あ
る
が)

を
-通
，'じ
て
、
ロ
ン
ド

ン
地
区
の
わ
れ
わ
れ
同
盟
具
は
、
ど 

十
九
，世
紀
イ
ギ
リ
’ス
.労
働
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義(

そ
の
四) 

.
一：五
：(

三
〇
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'■

■

: 

\ 

'1.
六

..(

三
0
八
>

ぅ
い
ぅ
点
で
そ
れ
が
ぅ
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
を
洞
察
し
て
い
た
。
徹
底
的
に
秘
密
な
宣
伝
が
、
チ
ヤ
ー
テ
イ
ズ
人
の
：復
活
を
助
け
、
大
衆
を 

'し
て
よ
り
固
く
結
び
.つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。.チ
ヤー

.テ

.
イ

ス

ト

た

ち
が
、
内
的
関
連
を
通
.じ

て

£
目
& i

n
n
e
r
e
n
z
u
s
a
i
n
h
a
n
g
)、 

外
的
運
動
を
支
え
よ
ぅ
と
し
な
い
限
り
、
徹

底

し

た
. M
果
を
^

^
こ
と
.は

で

き

な

い

：。
秘

密
.の
.宣
伝
は
短
い
時
|«
0

5
ち
片
つ_ぐ
ら
%
ね
ば
.ネ
 

ら
な
い
-L
、
ま
た
つ
く
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。.
ロ
シ
ド
ン
.地
区
グ
ル
I

プ
は
、
四
月
十
日
に
、
い
ざ
と
い
う
.場
合
に
は
、
チ
ヤー

テ
イ
ス
ト
を
慶
.
 

け
る
た
め
に
集
め
ら
れ
た
の
.で
あ
る
。

：
.

’

■

一
般
に
そ
れ
は
ひ
ろ
く
ゆ
き
わ
た
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
仲
間
の
特
殊
な
情
況
を
頭
に
い
れ
る
。

ロ
ン
、卞
ン
：の
同
盟
ば
、
一.
1
月
€)
末

に 

.，^

.

の
圈
体
を
掌
握
し
^…

ノ
そ
め
な
ヵ
め
九
づ
は
ド
イ
-ッ
人
、
デ
.丨
ン
-
人
、::

ス.
••
>

H
.

I

デ
シ
人
、.

ハ
，ン.
ガ
リ
.
.
.ア
人
な
ど
.
が
ら
成
.
っ.
て
い
.た

。
.
.
第 

十
雪

の
'
団
体
は
、
英
国
人
か
ら
成
っ
て
い
た
。
九

つ

，の
団
体
の

.
ぅ
ち
、
ド
イ
ッ
人
の
そ
れ
は
、
街
の
東
部
に
そ
.
の
地
位
を
.し
め
、
.
そ
こ
の
教
. 

養
団
体
を
指
導
す
る
^

東
部
叹
同
盟
員
女
ち
は
.
、
し
ば
し
ぼ
そ
の
地
区
の
団
体
お
よ
び
教
養
囲
体
め
世
_

す
る
ゐ
い
ぅ
提
案
を
：し
た

'が
、"
そ

，
 

れ
は
拒
否
さ
れ
た
。

し
か
し
’な
が
ら
人
々
は
.,

東
部
の
教
養
0 |

体
が
.、
個
々
.

の
人
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
' 

ぅ
ま
く
ゆ
か
：な
い
と 

き

，V教
養
団
体
は
す
て
さ
I

、
-
ゥ

ヱ

ス

ト.
エ
.
シ
ド
の
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
中
の
ひ

'a：
つ
の
団
体
が
わ
り
あ
て
，ら
れ
る
，
、街

：の

.
東
部
で
、
し 

っ.
か
々
1 ,

た
拠
点
を
確
保
す
る
こ
^

が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
同
盟
員
は
直
ち
に
■
ゥ

H
.

ス
ト
•
エ
ン
ド
の
教
養
団
体
に
：加
わ
る
。
す
で
に
. 

,
:ふ
#

た
時
期
^

は
，.
每
.次

ぞ

ン

ニ

の
:#
:

盼

モ 

て
^

く
と
；し
て
も
、
.そ
れ
で
も
同 

M

員
.の
数̂

V

ま
の
と-
こ
ろ
* …

-C

さ

.
^
に

の

ベ
た
よ
ぅ
な指

導

的

な

地

区

グ

ル
.
1プ
の
：様

子.が

わ
.か
0
た

，
の

で

、わ

れ

わ

れ

は

.つ

ぎ

の
よ

ぅ

な報
告
書
を
発

表

し

な

，け

れ

ば

な

1

H
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ン
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彼
ら
が
、
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
な
し
'に
、
無 

.駄
に
過
し
た
：の
.で

，は

な

い

と

い
.ぅ
こ
と
を
亦
^
て

い

る

。

_
ー

-1
ト

ヨ

ク
の
教
養
団
体
の
連
中
は
、
運
動
の
背
後
で
停
滞
し
て
い
る
。
'フ
ラ
ゾ

|

ス
革
命
は
广
そ
^
ぬ
^

ま
た
新
^
や

生

命

を

で

び

お

こ
^
た
ノ
^
メ
灰
ゲ
ウ
ァ
イ
ト
リ
ン
グ 

.
:
.ぶ
ん
努
力
し
た
よ
ぅ
に
み
え
る
が
、
し
か
し
：い
ま
や
若
い
優
秀
な
人
々
に
よ
っ
て
、
決
定
的
に
お
し
の
け
ら
れ
た
。

#

れ

を

み

て

も

：わ
'が
；る
：よ
.:
^
に

-'
共
産
主
義
者
同
盟
は

.没
^
汗 

ま
で

%

0て
.い
こ

ぅ

と

し

た

と

と

が

わ

か

る

。
：
：従

.っ%
同

盟
0
そ

の

後

の|
過

は

、.チ
ヤ

ー

テ

，ィ

ス

ト

疆

の

浮

粑

と

軌

を

一

に

し

て

い

ゐ

と

い 

；

え
は
：氣

，

：. サ

な

わ

表I
_
M
©

年

九
®

#甚
洎

の

決

定

に

み

ち

典

る

汰

^

八
：四
：<年
以

後
^

.は
ゐ
—
邛
_
沃
猶
汝
^
へ

疆

：
の

衰

連

と

：篇
.

の̂
可
能
性
、霉
 

関
心
の
漸
次
的
释
，S

中：

導の擒調、

.'

㈢
.
1
A西八

i

l

l
や
>

-

-

~ン
メ
；の

社

会

民

患

主

義

政

党
-の
：構

想

、
；
㈣

そ

れ

に

も

か

が

わ

ら

ず

、

:,
'

シ
.
ヤ
ー
ツ
。ハ
.
丨
：免
ク
ィ
：
リ
ツ
.
ヒ
：
の

現

実

認

識

の

甘

さ

、

そ
の
，

• 

. . 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 
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. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

,• 

• 

• - 

V
.
.
.

广
. 

.

.

.

.

. 

.

相
も
変
ぢ
ぬ
本
命
的
公
式
主
廣
：に

.

つ
.
い
て
の
.
マ
’
ル
.
ク「

ス
0

:は
.げ
し
い
い
. ^
'
/
ど
：^

り
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ぅ
。

•

■
ー.八
四
：八

年

の

革

命

を

転

機

と

'し
て
、：
急
速
に
.変
貌
を
?
げ
.つ
，つ
，あ

名

運

敷

の

形

態

と

ぐ

新

し

.い
：状

態

に

眼

を

：む

.け
^
 ̂

.

が
、
そ
め
実
、
空
疎
な
言
辞
を
弄
.-
6

て
い
.る
極
左
的
な
人
々
.
.に
.た
い
_し
て
、

マ
ル
ク
，ス
が
侮
蔑
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
発
言
し
て
い
る
模
様
が
、
つ

ぎ
'

の
：報

告

書

を

よ

む
こ
と
に
よ
っ
て
.知

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ぅ
。

へ
1

^

五
0

年
九
月
ー
：：丟
白
中
央
本
部
委
員
会
開
会
、
ン
ア
十

^

 ̂

シ
ユ
ラ
ム

(

岁
|

目

)

、
プ
フ
エ
ン
ダー

 

(

p

f

l

l)

、

,

ハ
ウ
ア
ー
、

エ
ツ
カ
'»
;

ウ
ス
、
シ
.ヤ

ツ

パ4 '

ギ
ヴ
.
ィ
リ
，ツ
ヒ
、.
レ
.
丨
マ
ン

(
u

h
m

a
g

)

.
が

出

席

、フ
レ
ン
ケ
ル
欠

席

。

:

こ
れ
は.特

別

の

，会

合

で

あ

る

の

で

、

最

後

.0

.開
会
.の
記
録
は
存
在
し
て
い
な
い
-1
>
、
そ
れ
ゆ
え
に
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

;
:マ

八

ク

ス

■金
曜
日
の
会
は
.、
.団
体
'

(
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t

.

.

.

B
i
l
d
l
s
-
g
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t

の
ご
と
か
？……

筆
者)

む
委
員
会
の
開
会
と
.か
ち
あ
っ
た
.

た
め
.に
、‘
開
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ウ
'ィ
リ
ツ
七
が
地
区
グ
ル
|
ブ
の
集
会——

そ
.の
適
1

を

わ

た

く

し

は

と

や

；が

v

い
5

0
货

ぼ

な
.:

十
九
世
紀
：イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
と
マ
ル
，ク

.
ス
主
義(

そ
の
四) 

|
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い
が
、
今
日
会
合
が
行
わ
れ
な
.け
.れ

ば

：な

ら

ぬ

。

わ

た

く

1
は
、
、
つ
ぎ
の
ょ
う
な
動
議
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
つ
，の
部
門
に
わ
''

力
れ
る
。

■ 

■ 

; 

.

.

.

.

. 

. , 

ノ 

■. - ' 

' 

; 

' 

• 

-

0

中

央

本

部

，は
、
、

ロ

.ン
ド
ン'か
ら
ケ
ル'
‘ン

に

ヶ

つ

：さ

れ
.る
。
そ
し
•て
そ
こ
の
地
区
本
部(Kreisbe

glr
d
e
)

に

う

，つ

さ

れ

る

。

.
そ

こ

で

間

も

な 

く
、
中
央
本
部
の
今
日
の
会
合
は
閉
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
め
決
議
は
ノ
。ハ.リ
、
•ベ
：ル
ギ
ー
お~

ょ
び
ス
ィ
ス
の
各
同
盟
員
に
報
告
さ
れ 

る
で
あ
ろ
う
。' 

’ 
; 

.

. 

, 

, 

-
.

 

動
機
1

わ
，た
く
1
は
中
央
権
カ
の
統
一
を
破
壊
し
な
い
た
め
に
、
.ケ
ル
ン
に
.全
ド
ィ
ツ
の
地
区
本
部
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
タ
ヤ
ツ
パ
ー
の
動 

議
に
反
対
す
る
‘。
だ
が
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
動
議
で
は
な
_く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
に
一
連
の
新
し
い
理
由
が
加
わ
る
。
中
央
本
部
の
少
数
派 

.は
多
数
派
に
た
い
し
て
八
畠
と
叛
乱
を
企
て
て
い
る——

最
後
の
会
合
の
非
難
の
投
票
の
場
合
や
、
い
ま
や
地
区
グ
ル
ー
プ
に
依
存
し
：て
い
：る

総
会
の
場
合
で
も
、
.協
会
や
追
放
者
の
場
合
で
も
。
こ
'の
ょ
う
な
状
態
で
.は
、
中
央
本
部
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
統1

は

も

は

や

：保

た

れ

る

.

.:

.

.

.

\ 

-

.

. 

. . 

- 

■.
. 

- 

, 

' 

: 

•

.

.

.

::
*
こ
と
は
で
..き
な
い
"

そ
れ
は
分
裂
^
ベ
-き
で
あ
る
し
、
ニ
っ
の
同
盟(

B

I)

が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。.し
か
し
党
の
利
益
が
優
先
す 

-

る
の
^
,
.わ

た

く

し

は

こ

の

，手

段

を

提

案

す

：る

の

^
デ

^

:

©
-'
:同
盟
の
^
.れ
ま
で
^

新
し
い
中
央
本
部
に
任
さ
れ
る
。
：
'

,:

.へ
動
機
I

 

r

A

K
七

年

の

太

会

規

定

は

、

一
八
四
八
年
に
は
，
兒
：ン
：

.ド
'ン
0
中
央
本
部
に
ょ
っ
て
変
更
せ
し

め
ら
：れ

て

；
い
る
f
最
後
の
口
シ
ド
シ 

イ
の
規
定
.は
そ
の
：原

則

的
I

項

を
S

I

で
|

。:;
|

の
8

は
^
^
^
^
^
^
^
^

も
し
く
は
全
く
ナ
致
さ
せ
ら
れ
た
げ
従
づ
て
完
全
な̂

ナ
キ
丨
が
同
盟
の

&

か
に
生
ま
れ
る
。
そ
の

'

上
、'

'

最
後
の
規
1
:

公
け
に
さ
：.

れ
、
も
は 

や
役
立
つ
こ
と
は
で
き
な
い

f

わ

た

ぐ

し

；
の

動

議

.

は

、
：

.

規
定

.

(

定
款)

 

'

が
&

い
％
と
：に
お
る
0
で

'

は
.
.な
及
、.

囊

の

規

定

が

つ

，
く

ら

れ

る

と

い 

う
問
題
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る

,0
'

:' :

.
':,
'
.
',

.
'

' .

.

へ
：'

。べ'

'.
:.,:

..
:

,

、

;

.

.

©

V
卩
ン
！
ド
ン
に
は
ー
ー
，
っ

の

地

区

グ

ル

：
丨
ブ
：が

っ

く

ら

れ

る

':
0
そ
れ
^

&
相
互
に
全
く
関
係
が
な
く
、
.
し

か
:%
同

盟

.：で

ぁ

る

と

ぃ

ぅ

関

係

を

保

ち
、
こ
'れ
ら
と
中
央
本
部
と
が
通
信
す
る
。

.

, 

: 

.

動
擞一

-
-同
盟
の
銃
：ブ
の
だ
め
に
こ
そ
、卜
ま
さ
に
^
つ
^

々
に

.

原
切
的
な
対
贫
が
社
会
ゆ

.

秦
面
に
で
を

j

と
も
あ
，る
。'「

来̂

^

 

プ
：ロ
レ
タ

.
=

N

ァ
：
し

ト

の

立

場

」

-

:

8

S -

■ベ
-'
'

'*
 

V
.

入
“
：

'
'
-
. 

.
 
. . 

.
 

- 

*. 

‘ 

■
 

'
 

. 

■.
 

プ
s

t
e

l
l

u
n

r
.

d

s --
d

e
u

t
s

c
h

e
n

 

p
r

o
M

&
a

t
s

i
n

 

d
e

r

 

l
^

c
^

t
e

n
-

R
e

l -u
t

i
o

s

 

に
つ

1:
>

:

.
*
,
の

最
«

の
亂
論
に
お
い
て
ま
さ
に
、

中
央

-

本

部

.
の

少

数

派

の 

:

入
賈
た
ち

.

に
よ

0

'

て
.

、.

そ
の
直
後
の
最
後
が
ら
||
费
@ '
.
:
#

廻
1 >

状
は
、'

^

|

^

党̂
贫̂̂̂̂

宣

實

，
の

普

遍

的

見

^(

&
.
:
c
v
e
r
s
e
l
A
n
s
&
a
^

)

fe
ft
o
;
1

.

,

:

お
も
'
ね
^

^

だ
>

.

宣
言
^

唯
物
史
觀
的
な
観
点
に
代
っ
て
、
観
念
的
な
も
の
目
^

.

っ，て
く
る
。；

の
諸
関
雨
め
代
ヴ

.
に

、
¥;
命

に

お

け

る
 

,

■

邊

題
^

し
#

の
氣
志
；

^
'
:
(
d
e
r

豸

證

 

.す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
_

ー
労
饊
者
：

「

に
，『

哲
.た
ち 

;
；

ゆ

ノ

現

庙

諮

関

係

如

疫■

奴t
s
.

ぞ 

:
2
e
r

 B
&
g
e
r
k
r
i
e
g
)

.を
闘
い
抜
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い

っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
代
り
に
つ
ぎ
の
ゐ
う
な
じ
と
狀
い
わ
れ
た
の

だ
。

「

わ
れ
わ
れ
は 

.

,:
'
-権
力
を
掌
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
う
で
な
け
れ
，ば
眠
っ
て
い
る
こ
と
も
：で
き
.
る
の
だ」

と
。民
主
主
義
者
に
と
っ
て
、「

民
族」

C
V

0
5

 

,

と
_

う
夸
_

ど
同
じ
ぐ
、
'

4

«

"ロ
ジ(

タ
省
ア̂

と
^

，
へ

.る
た
め
に
人
は
：
あ
ら
ゆ
る
小
ブ
ル
ク
ョ
ア
を
.プ
.ロ
レ
タ
リ
ア
と
し
て
、
従
っ
.
て
事
実
上
、
.小
市
民
を
代
表
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
代
表
し
て 

.

は
な
ら
な
が
つ
た
:0

現
実
，の
革
命
的
な
発
展
の
价
り
.に
. >

人
々
は
、
革
命
と
い
う
き
ま
り
文
句
を
，お
.か
な
け
れ
ば
な
ら
^.
か
っ
た
。

、

' 

.一1
4
.
の
讓
篇
は
、ボ

游

^
^

き

た

め

だ

。

丁

度

ご

の

よ

ヶ

な

対

立

は

、，

.ニ
つ
，

6

觉
派
办
闘
争
の
合
言
葉
.と
.し
て
5
け
ど
ら
れ
、
し
.か
も
い
ろ
い
ろ
な
同
盟
員
た
ち
に
よ
っ 

て
、
.共

産

党

寫

言

‘の

擁

護

者

は

、

反

動

的

な

も

の

-と
し
て
特
徵
づ
け
ら
れ
’た
の
で
‘

っ
て
、
人
々
は
全
く
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
こ
と
に
よ
っ 

て
彼
ら
つ
ま
り
宣
言
の
挪
護
者
-^
不
人
気
に
し
よ
う
と
し
た
。'
彼
ら
は
大
体
、
人
気
^
ど

と

い
う
も
の
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
の
、だ
。
多 

十
九
世
紀
ィ
ギ
リ
ス
^
働
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義(

そ
の
四)

T-
L 

(

三
一「

)

.

'

 

.

.

.
 

'
V 

- 

.
.

.

'
:
;
:
1
'
:
.
' 

. 

■ 

■

.

.

' 

• 

• 

.

.

. 

- 

• 

\

.
-
-
-
'
■'
.
.■I
.
.
-
,
, 

:

;■
■:
;
.
.
.
.

 

ノ

』

ニ
'
,.,
. 

- 

V
-
-
-
- 

ニ
-
.
'
.
.
.
.
-
'
.
:
*
- 

'
V
. 

' 

.. 

.

.

 

i 

- 

.

.

. 

.

.

.

V.
':- .■'■一
 

. 

.



数
派
は
、
こ
う
い
う
わ
け
で
、e

ン
ド
ン
o.
地

区

グ

ル

ー

プ

を

解

散

し

、
、
且

つ

同

盟

の

原

則

と

矛

盾

す

る

も

.の

と

し

て

少
数
派
の
同
盟
員
た
ち 

を
放
逐
す
る
権
利
を
も
っ
た
の
だ
。
.わ
た
く
し
は
、
そ
れ
が
.
.つ
ま
ら
ぬ
喧
嘩
を
ひ
き
'お
こ
す
か
ら
、
ま
た
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
そ
の
信
念
に
従 

っ
て
共
産
主
義
者
で
あ
る
か
.ら
、.
こ
の
動
議
を
f
e出

し

た

の

で

は

な

い

し

、
.
あ

る

い

は

彼

ら

に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
見
解
が
、
反
共
産
主 

義
的
で
あ
る
か
精
々
の
と
こ
ろ
社
会
民
主
主
義
的
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
ノ
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
と
も
に
一
緒
に
い
る
な 

.

ら
は
.

^ *

粋
に
.

^ -

1
2
^
1
損
失
.で
あ
る
こ
と
.ガ

现

解

き

れ

る

。
，、
ゾ
ャ
，
ツ

パ

！

は
、
：

'し
ば
し
ば
分
離(

1
^
6
1
1
1
1
1
1
1
1
^

)

.

.に
'つ
.い
て
.話
し
.た
。
.
よ
し
、
そ 

れ
で
は
わ
た
く
し
も
分
離
を
真
面
目
に
考
え
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
党
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
な
く
. 

(ohne die Partei zu sprengen)、

わ
れ
わ
れ 

が
別
れ
る
方
法
を
ざ
が
し
出
し
た
と
信
ず
る
。
 

.
，

r

'

わ
た
く
し
は
宣
言
す
る
。
わ
た
く
し
の
見
解
で
は
、.
最
‘高
：一
二
人
が
わ
'
•れ
わ
れ
の
地
区
グ
ル
ー
プ
を
希
望
し
、
あ
と
は
少
数
派
に
ま
か
せ 

る
。
こ
の
動
議
が
も
し
う
げ
い
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
と
多
数
派
は
、
'
ゥ
ィ
ン
ド
ミ
ル
街
の
教
養
団
体
か
ら
出
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
结 

f 1
ふ
た
つ
の
^
^:
の
敵
対
的
な
関
係
が
問
顧
で
あ
§.
の
で
は
な
く
、.
.，反
対
に
.、：

分

裂
.

(
s
p
a
n
nu
ng

)：

徒
っ
て
そ
れ
よ
り
.お
y
 J

る
あ
ら
ゆ
る
関 

係
こ

.

そ
が
麗
で
あ
る
の
だ
。
，同
盟
お
よ
び
党
の
な
か
に
‘と
ど
ま
る
の
で
あ
る
が
、

有
.害
な
関
係
に
お
い
て
で
は
な
い
f

 

l

i

e

n

 

Beziehung bleiben -wir nicht }

。

- 

'

シ
ャ
ツ
パー

——

'
フ
ラ
ン
ス
に
お
'
い
■'
て
、
プ
ロ.
レ
タ
リ
ァ
ー
，ト
は
、
モ
ン
テ
I
 

-一
 

ュ
や
そ
の
新
聞
と
別
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
党
を
原
則
的
に 

代
表
づ
る
と
と
，ろ
の
人
々
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
に
組
織
す
る
.と
こ
ろ
の
人
々
か
ら
離
れ
る
。•
中
央
本
部
の
移
転
の
た
め
に
は
、
わ
た
く
し
は 

規
定
の
変
更
も
必
要
で
あ
る
と
考
免
る
。
ヶ
ル
ン
.
人
は
、

ド
ィ
ツ
に
お
け
る
諸
関
係
を
、知

.
っ
て
い
る
。
そ
し
て
わ
た
く
し
も
ま
た
、
’
新
し
い
革 

命
は
：
：.一
八
四
八
年
に
名
前
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
の
す
べ
.

て
の
人
々
、よ
り
も
よ
く
行
動
す
る
人
々

’

を
生
み
出
す
で
あ
5

う
と
信
ず
る
。
鼠
則
的
な 

句
S

.

か
ん
す
る
限
り
、

エ
ツ
力
，リ
ゥ
ス
、■

の
問
題
を
議
し
、
I

つ
こ
の
議
論
の
た
め
の
誘
因
を
あ
た
え
た
。
わ
た
く
し
は
主
と
'し
て
こ 

©
.
問

題

に

熱

狂

的

で

ぁ

る

、
が

.
故
に
.ま
た
、
、
と
：こ
で
論
駁
さ
：

.れ
た
意
図
を
明
ら
；か
：に
し
；た
の
だ
。

.

ゎ
，
れ

ゎ

れ

が

：
は

じ

务

に

首

を

き

る

か

、

.

そ

^

と

.

1

ち

れ

る

黎

谓

な

の

だ

。
ク

名
 

っ

て
近
づ
く
.で
あ

ろ

う

し

、
；

従
っ
て

K

ィ
ッ
に
お
い
て

:
は
わ
れ
わ
れ
1

1

4

1
う
。，
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
；、
わ

专
 

.

.

的

な

立

場

を

と

：る

こ
一I

で
き
る
I

” .
:
.わ
£

 

わ
れ
わ
れ
は
、
：
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
丨
ト

I

配
I

 

保
誉
せ
る
よ
う
な
処
置
f

名

こ

繁

で

r
る
。：
わ
た
■

は
熱
狂
^
 

中
央
本
部
は
し
か
L
:、：
反
対
の
こ
と
を

そ
別
れ
よ
う
。
'■ 
'

I
く
し
は
：；
'
来
る
.べ

き

I

し
が
し
，
：わ
だ
く
し
は
ド
ィ
.ッ

，
. 

.

に
む
か
，づ
I

■

し
I

-

彼
ら
S

つ
；
^

 

b

マ
ル
ク
ス
の
個
人
的
な
友
人
で
あ
る

が
、
し
か
U
彼
が
分
離
を
欲
す
る
|

ば
、
.:
-
宜
し
.

$
わ

れ

わ

：れ

も

か

伊

窗

、

なろう。そのひとマ

5

 

い
ま
ひ
と
つ
は
、
他
の
手
段
を
も
っ
：て
動
く
と
こ
ろ
の 

'も
の
で
あ
る
わ
ん
く
し
は
ン
フ
ル
ジ

^
^
^

の

点

に

お

い

て

熱

狂

的

な

人

間

'
臂

a
t

l
c

h
e

r
:

E
I

I
X

で
あ
る
。
’
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
，
わ
た
く
し
は
、：
歴
史
全
体
に
と
い
し
て
.

■

f

 

二
つ
の
菌
闭
称
、
二
つ
の
亡
命
者
委
員
会 

■

が
あ
る
と
き
、

v

わ
れ
お
れ
I
.
L
:ろt 
一
^

.

:
 

'
マ
ル
'クK

—
：

シ
十
ッ：

パ
，f
は
わ
：た
l

'o
動

議

を

誤

解

し

て

い

る

の

，だ

。

そ

，の

動

議

が

う

け

い

如

ら

れ

芬

や

い

.な
や
.、
わ
^

わ
れ
は
わ
か
.

:

v
:れ
，

.ニ
 

3

仲
間
味
^
 ̂

し
か
し
な
が
ら
こ
の
u

g
同
じ
.同
盟
.の
な
か
I

'

,

:り
、：
そ
の
本
部
の
も
と
に
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
同
盟
の
会
員
の
大
衆
を
維
持
し
よ
う

ム

う

の
だ
。
個
人
的
I
犠
牲
に
か
ん

I

限

り

ご

わ

た

.

^

0 

熱
_
.に
か
ん
ず
る
限
り
、

そ
れ
に 

十
九
世
紀
ィ
ギ
リ
ス
.労
働
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義(

そ
.の
四) 

' 

一
二
.

(

三一

三)
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ょ
っ
て
政
権
に
つ
く
と
信
ず
る
と
こ
ろ
の
政
党
に
は
ほ
と
ん
ど
属
し
な
い
。
わ
允
く
し
_
は
つ
ね
に
、
プ
口
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
刹
那
的
な
意
見
を 

軽
蔑
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
最
上
の
場
合
で
さ
え
、
権
力
の
座
に
，
つ
く

-
こ
と
の
で
き
な
い•そ
-う
い
う
党
を
欲
し
て
い
る
の
だ
。
プ
ロ
レ
タ
リ 

ァ
ー
ト
は
、
も
し
そ
れ
が
権
カ
の
座
に
つ
く
な
ら
ば
、

.
そ
れ
は
直
接
に
プ
-

ロ
レ
タ
リ
‘
ア
的
な
方
法
で
は
众
く
し
て
、
小
市
民
的
な
処
置
を
と
る 

で
あ
ろ
う
わ
れ
.わ
.
れ
の
.
党
は
、
.
諸

関

係

が
. ^
'
の
見
解
を
貫
徹
す
る
と
±.を
ゆ
る
す
と
一
き
、

は

じ

め

 

'て
腺
ュ
，
を
手
に
い
れ
る
の

.

.こ
。

ル
ィ
•

フ
ラ
ン
は
人
が
あ
ま
り
に
- %

早
べ
権
カ
を
.握
る
.
と
V'
'
何
を
な
し
と
げ
；る
.
か
.
、.
そ
の
も
.
っ
と
も
上
い
例
を
与
え
て
く
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
こ
お
、

* 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

.

•
....'

て
は
、
讀

ロ

：
:1
/
タ
；リ
：
ァ
 

.
の
，
手

段.
.
で
；
は
な 

べ

.プ
：
ロ

レ

タ

リ

ァ

ー

ト
の
：手

段

が

貪

徹
1>
な
妗
れ
ば
：な
ら
ぬ
。
パ
リ
の
自
^

!は
、
.人
が
何
事
が
.安
貫
徹
す
る
た
め
に
ダ
政
窄
尽
あ
り
ウ
べ 

必

要

の

な

い

こ

と

を

示

し

て

：い

.る
#
だ
。
さ
ら
に
そ
の
ほ
か
に
か
つ
て
全
員
一
致
し
て
そ
の
廻
：.;1
;:文
を
許
可
し
た
と
こ
ろ
の
少
数
派
の
ひ
と 

り
、::
.と
く
に
ゥ
ィ
リ
ハ
ッ
ヒ

〔

は

何

故

に

発

言

し

な

：い

,の
か
;'
'
'
<
>
:
:

わ
れ
わ
れ
ば
、.
.こ
の
同
盟
を
分
裂
さ
せ
る
こ
：

AI

は
で
き
な
い
し
、
分
裂
さ
せ

.る
こ
i 

を
欲
し
な
匕
た
だ
ロ
シ
ド
ン
の
地
区
グ
’

ル
ー
ブ
が
ニ
；
^

エ
ッ
：：力.：リ

ゥ

ス

——

お
：た

く>
は
問
題
を
出
1.
だ
。：毛
し
.て

.%
ち
：ろ

」

ん
，.そ

の

：問

題

を
 

っ
て
い
る
0
シ
ャ
ッ
パ
ー
の
考
え
方 

に
が
ん
：す
る
限
り
、：
教
養
団
体
|

.
か
に
：
、
' わ
.た
ぐ
し
が
何
故
に
、：.
.わ
れ
わ
：れ
の
政
党
が
、

つ
ぎ
に
来
る
ベ
き
革
命
に
：お
い
て
権
力
.の
庳
に
つ 

く
と
；い
う
こ
と
を
ひ
'と
つ
：の
幻
想
と
考
え
、

.
信
1 :

ょ
う
；と
し
な
い(

か
を
発
展
さ
せ
：た
。
わ
れ
わ
れ
の
党
は
、
政
権
に
和
い
て
ょ
り
も
、
-.
-
:ク
ラ
ブ 

に
：お

い

て

ょ

ヶ

重

要

な

の

だ

。
ノ

.'
;
..
:
べ'
:
:':
. 

_ :

、

て

：

>

、市
民
レ
'~

マ
ン
.
は
|
.
言
も
発
1 .

な
か
:0

专
ぐ
そ

■ 

■ 

: 

, 

: 

•

:■
' 

* 

ノ
 

.マ.、

.

.
-
.
:
:
.-
 
'

V

第
：
_'
箇

条

は

、
'
.全

員

に

ょ

っ..て
：支

持

さ

れ

た

。

但

し

.
シ

デ

 

：

:
:第
二
箇
条
、
"
第
三
箇
条
と
も
同
じ
。

. 

.

.

.

■
 
■
 

'
.
■ 

-

;. 

. 

.

.

. 

.

..
.'

.. 

>

.

-
:

■■
:

.-

 

一
 

;
 

.

.

て：
シ
ャ
ッ
：パ
ー
は
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
办
者
に
抗
議
声
明
：を
し
た
。
-»
わ

れ

わ

？れ
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